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特別寄稿

マードックの老い

塩　田　　　勉

１　キケロ・玄白・川柳子
キケロの『老年論』曰く。年を取ると仕事が
なく無為に過ごさねばならない、体力は落ちる、
セックスもできない、死期も近づく、そう世間は
言う。だが、老人は船の舵手のように静かな役割
を務め、体力も期待されず、セックスも縁がな
くなれば若い時のように肉欲に惑わされること
なく、本来の自分に還って生きられるようにな
る。死が近づくというが、いつまでも生きようと
せず、しかるべきときに消えてゆくことこそ望ま
しい。終わりだと思えば、勇気ある諫言も辞さな
くなれる。「老人だからできるのだ」、とソロンが
言ったように。
杉田玄白『耄
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─老いぼれの独りごと』は
語る。「自分が自分の思いどおりにならなくな
る」。「同じ話をなんどもしては人に笑われ、親し
い友人の名前や、朝に夕に使っている召使の名前
まで呼びちがえるようになって‥‥日用品のたぐ
いも‥‥忘れては困るとしまいこんではその場所
を忘れてしまう、‥‥いま手に持っているものを
忘れて探しまわることもある。‥‥そんなふうに
なっていながら、役にもたたない古いことはおぼ
えていて忘れない」（日本の名著、『杉田玄白』）。
シルバー川柳は詠う。「耳遠くオレオレ詐欺
も困り果て」（岩間康之）、「いたわりも耳が遠く
てどなりごえ」（淺羽きみゑ）、「なぜ消える眼鏡
と鍵のミステリー」（涌井悦子）、「暑いのでリモ
コン入れるとテレビつく」（佐々木郁子）、「ハイ
タッチ腕が上がらず老タッチ」（春十八番）、「脳
のシワ顔に出てると孫が褒め」（楠畑正史）、「そ
の昔恐竜見たかと問う曽孫」（岡崎万紀子）。避け
られぬ老い。だがマードックのそれは、キケロも
玄白も川柳も描かぬ老いだった。

２　記憶の消滅
1996年、アイリスが76歳のとき、広範な認知能

力を喪失しつつあると診断された。コンピュータ
を使用して、彼女の作品の単

ハッパクス・レゴメナ

回出現語彙と語彙頻
度を調べたところ、単回出現語彙がもっとも少な
かったのは、『ジャクソンのジレンマ』、最も多
かったのは『海よ、海』であった。最終作品の語
彙は最も月並みで、最盛時の『海よ、海』の語彙
は最も際立っていた（Telegraph,  1  Dec  2004）。
「アルツハイマーは、忍びよる霧のように、周
囲のものすべてが消え去るまで、ほとんど気付
くことのない病気だ」（Bayley,  Elegy  for  Iris,  

p.218）、と云う。だからアルツハイマーを本人は
描くことができなかった。アイリスの豊かすぎる
語嚢も痛ましく萎んでいった。
アイリスは、洗面も着替えも忘れ、時間が分か

らなくなり、見慣れぬものを恐がり、ネズミのよ
うな泣き声を立て、同じ質問を執拗に繰り返し、
コカ・コーラの空き缶やら、スパナーやら、片方
しかない靴を拾い集めて（Bayley,  p.268）、家をゴ
ミ屋敷にし、止めどなく散歩や旅に出たがった。
ジョンとアイリスは、例えばクリスマスには、
判で捺したように、鮭とソーセージとスクランブ
ルド・エッグを、ブルガリアの赤ワインで楽しん
だ（Bayley,  p.274）。そういうルーチンが記憶の代
替物になる。ルーチンをこなしている間は、「ど
こに居るの、何しているの、誰が来るの？」と不
安から来る質問をしなくなる（Bayley,  p.271）。
リア王やオイディプス、ゴリオ爺さんのように

頑迷になる老いとは異質な老いがアイリスを見
舞った。死は「覚えずして来たる。沖の干

ひ がた はる

潟遥か
なれども、磯

いそ

より潮の満つるがごとし」と兼行が
言ったように、アルツハイマーは気配もなく記憶
を抹殺してゆく病だった。類い希な構築力も華
麗な語彙力も忘却の淵に沈められていった。彼
女は、消えていく記憶の地平線の手前に辛うじ
て『ジャクソンのジレンマ』を残すことができた
けれども、読者にとっては、さながら手塚治虫の
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絶筆『ネオ・ファウスト』のように、希代のナラ
ティヴ・パワーが突然脱力し、細部を組み上げる
はずのボルトが抜け落ちて野ざらしになったよう

な作品を目の当たりにしなければならない辛い巡
り会わせとなった。

第 18回大会報告記

岡　野　浩　史

第18回日本アイリス・マードック学会は香川
県善通寺市の四国学院大学で、2016年10月22日
（土）に開催された。
最初に、12時30分から総会が開催された。ま
ず、ハラ会長から挨拶があり、今年で本学会が第
18回を迎えることの意義が熱意を込めて語られた。
また、開催校の担当者として大会の開催のために
尽力してくれた中西氏に感謝のことばが送られた。
また、事務局に対しても労いの言葉があった。次
に副会長である井上澄子氏の喉の不調により、代
わりに大槻理事から午前中に開かれた理事会につ
いて報告があった。まず、来年度の学会の開催地
については、明治学院大学とすること、日程の第1
候補は11月18日、第2候補は11月25日とすることが
報告された。ただし、日程の最終決定については
担当校の事情で時間がかかるかもしれないとの説
明があった。次に来年度の企画について説明があ
り、研究発表については例年どおりだが、特別講
演についてはハラ会長から講師として国際アイリ
ス・マードック学会のAnne  Rowe氏を招聘する
案が出されたことが報告された。これに対して学
会員から、費用はどうするのかという質問があり、
費用については、明治学院大学から一部の助成を
得ることができる可能性があり、宿泊についても
同大学の施設の利用が可能である旨の説明があっ
た。Rowe氏が無理な場合は他の同学会関係者に
あたってみるとの案や在日本のイギリス人俳優に
よるマードックの詩や文章の朗読の企画案もハラ
会長から出されたことも報告があった。また、井
上副会長が再任されたこと、理事については現状
維持であることが報告された。事務局からの住所
変更連絡や企画提案依頼などのあと、会計報告が
あり、昨年度の特別講演講師であった野中涼氏が

学会の財政に配慮して交通費も講演謝礼も受け取
らなかったことが報告され、謝意が表明された後、
2015年度の収支決算報告、2016年度の予算案及び
収支の中間報告が了承された。
今年の研究発表は中窪靖氏の「The  Sacred  

and  Profane  Love  Machineを読む─アイリス・
マードックの描く“メロドラマ”」と題した発表
で始まった。司会は野口ゆり子氏。
中窪氏はこの作品を Peter  Brooksなどの諸説
を援用しつつ、「メロドラマ」的に読む可能性を
具体的な登場人物の分析を通じて示した。発表は
新たな読みの枠を提示することで同作品の持つ豊
かさを改めて示すこととなった。
次に多和恵子氏が「日本哲学への近接―アイリ

ス・マードックと西田幾多郎における善の観想と
小説『鐘』におけるドーラ・グリーンフィールド
の人物造形と日本学会との親交からの精神的影
響」と題して、西田哲学の善とマードックの作品
における善との比較発表を行った。司会は小林信
行氏が務めた。発表後、ニューズレター第16号に
掲載された学会の初代会長である室谷氏の投稿
記事に使われていた写真それぞれについて多和
氏からコメントがあり、フロアからの意見を求
めたあと、日本とマードックとの関係を研究し
ていくことの重要性が訴えられた。最後に Fiona  

Tomkinson氏に捧げる詩が披露された。
次にトルコから参加した Fiona  Tomkinson氏

が“Bruno’s  Dream:  Murdoch’s  Intertextual  Web” 
と題してWendy  Jones  Nakanishi氏の司会によ
り発表を行った。トルコの政情不安定により、
最初は Tomkinson氏の参加が危ぶまれたが、結
局、出国が可能となり無事の来日・発表となっ
た。氏はこの作品のテキストが Arnold  Benettの


